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特
集　

気
候
変
動
と
日
本
社
会
―
―
脅
威
に
ど
う
行
動
す
る
か

ン
ド
の
進
行
（
都
市
化
昇
温
）
に
よ
る
。
そ

し
て
、
３
℃
と
い
う
気
温
上
昇
量
は
上
述
し

た
気
候
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
予
測
と
合
致

す
る
の
で
、
大
都
市
周
辺
で
農
業
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
を
調
べ
る
こ
と
は
、

お
の
ず
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
評
価
に
つ
な

が
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
こ
で
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
の
が
、「
地

球
温
暖
化
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
「
年
々

の
変
動
」
の
違
い
で
あ
る
。
前
者
は
数
十
年

と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
進

む
変
動
で
あ
り
、
後
者
は
年
ご
と
の
細
か
い

変
動
で
あ
る
。
後
者
は
非
常
に
大
き
く
、
た

と
え
農
村
部
で
あ
っ
て
も
年
平
均
気
温
は
１

年
お
き
に
最
大
で
約
０
・
７
℃
も

増
減
す
る
【
図
１
】。
毎
年
の
よ

う
に
熱
波
の
襲
来
が
報
道
さ
れ
る

が
、
地
球
温
暖
化
は
、
は
る
か
に

ゆ
っ
く
り
と
進
む
現
象
で
あ
る
。

温
暖
化
に
適
応
す
る　

東
京
の
コ
マ
ツ
ナ

さ
て
、
１
０
０
年
間
で
３
℃
の

気
温
上
昇
に
よ
っ
て
東
京
の
農
業

は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た

の
だ
ろ
う
か
。

戦
後
、
大
規
模
な
都
市
化
が
進

ん
で
き
た
東
京
で
は「
都
市
農
業
」

と
呼
ば
れ
る
形
で
野
菜
栽
培
が
生

き
な
が
ら
え
て
き
た
。
中
で
も
、
豊
富
な
労

働
力
を
基
盤
に
集
約
的
な
栽
培
が
な
さ
れ
、

高
い
収
入
を
達
成
し
て
き
た
の
は
コ
マ
ツ
ナ

な
ど
の
野
菜
で
あ
り
、
東
京
都
の
農
業
産
出

額
に
占
め
る
割
合
は
51
％
に
達
す
る
【
次
ペ

ー
ジ
の
図
２
⒜
】。
コ
マ
ツ
ナ
の
発
祥
は
江

戸
時
代
の
小
松
川
村
（
現
在
の
江
戸
川
区
）

と
い
わ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
「
江
戸
東
京

野
菜
」
の
一
つ
で
も
あ
る
。

東
京
都
の
コ
マ
ツ
ナ
生
産
に
関
す
る
統
計

デ
ー
タ
は
１
９
６
５
年
か
ら
存
在
し
、
現
在

に
至
る
ま
で
複
雑
に
変
動
し
て
い
る
【
図
２

⒝
】。
コ
マ
ツ
ナ
の
面
積
当
た
り
の
収
穫
量

（
単
収
）
は
、
農
業
の
技
術
革
新
や
気
温
上

昇
な
ど
の
環
境
変
動
で
変
化
す
る
。
こ
の
変

化
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
の
あ
る
過
去
の
事

象
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
⑶
：

⑴
周
年
栽
培
技
術
の
導
入
、
⑵
病
虫
害
な

ど
に
よ
る
被
害
、
⑶
防
除
対
策
・
耐
環
境
品

種
の
開
発
、⑷
気
温
上
昇
そ
の
他
の
影
響
？
、

⑸
市
街
化
に
よ
る
農
地
減
少
。

こ
の
う
ち
⑷
の
解
釈
に
は
注
意
が
必
要

大
都
市
は
地
球
温
暖
化
が　
　

進
ん
だ
未
来

農
業
は
、
自
然
的
要
因
（
天
候
不
順
や
水

災
害
な
ど
）
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
悪
影
響
が
特
に
心
配
さ
れ
て

い
る
分
野
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
に
実
施
さ

れ
た
都
道
府
県
の
農
業
関
係
公
立
試
験
研
究

機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
野

菜
栽
培
に
は
温
暖
化
に
よ
る
影
響
が
各
地
で

み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
温
暖
化

が
原
因
で
収
穫
期
が
変
動
し
、
計
画
的
な
出

荷
や
栽
培
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
作
型
・
作
期
）

の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
露
路

栽
培
の
生
育
障
害
や
夏
季
の
生
育
停
滞
に
よ

る
生
産
性
低
下
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
た
、

生
育
期
間
が
短
縮
す
る
こ
と
で
生
産
性
が
低

下
し
て
い
る
と
し
た
都
道
府
県
も
あ
る
。

一
方
で
、
作
期
の
拡
大
、
作
目
の
拡
大
、

冬
期
無
加
温
栽
培
に
好
都
合
、
降
雪
減
少
で

施
設
の
利
用
率
向
上
、
厳
冬
期
の
収
穫
作
業

の
現
象
な
ど
、
温
暖
化
の
メ
リ
ッ
ト
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
将
来
の
人
間
活

動
で
現
在
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
（
約
４
０
０

ｐ
ｐ
ｍ
）
が
倍
増
す
る
と
２
～
４
・
５
℃
の

気
温
上
昇
が
起
こ
る
と
い
う
全
球
気
候
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
予
測
結
果
に
従
え
ば
、
悪

影
響
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
の
何
ら
か
の
対
策

（
適
応
策
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
⑴
。

と
こ
ろ
で
、
東
京
の
よ
う
な
大
都
市
は
、

既
に
将
来
世
界
的
に
起
こ
り
得
る
地
球
温
暖

化
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。気
象
庁
の
観
測
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ
う
。

日
本
の
農
村
部
の
平
均
的
な
気
温
は
１
０
０

年
間
で
約
１
℃
上
昇
し
た
が
、
東
京
は
同
じ

期
間
に
そ
の
３
倍
も
上
昇
し
て
い
る
【
図

１
】。
東
京
と
農
村
の
気
温
上
昇
速
度
に
大

き
な
差
が
あ
る
の
は
、
主
に
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

キヤノングローバル戦略研究所
主任研究員

堅田 元喜

温
暖
化
問
題
を
巧
み
に

克
服
す
る
都
市
農
業
の
適
応
力

【図１】東京（気象庁）と農村部５地点⑵で観測された
年平均気温偏差（1936 ～ 2019）
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条
件
が
少
々
変
わ
っ
た
り
し
て
も
、
き
ち
ん

と
育
つ
よ
う
に
作
っ
て
あ
る
」と
の
こ
と
だ
。

た
と
え
高
温
に
弱
い
品
種
で
あ
っ
た
と
し
て

も
２
～
３
℃
程
度
で
あ
れ
ば
農
家
は
技
術
で

自
然
に
対
応
で
き
そ
う
で
あ
る
⑷
。

日
本
人
の
主
食
で
あ
る
コ
メ
も
、
温
暖
化

が
進
め
ば
高
温
障
害（
単
収
や
品
質
の
低
下
）

が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
⑸
、
単
収
は
気

温
上
昇
の
み
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
既

に
あ
る
有
効
な
対
策
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
よ
う

に
作
型
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
以
外
の
高
温
に
強
い

品
種
に
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、
緩
や
か
な
気

温
上
昇
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
農
業
に
内
在
す

る
技
術
体
系
で
農
家
は
無
意
識
に
適
応
し
て

い
く
は
ず
だ
⑹
⑺
。

政
治
的
な
要
因
も
重
要
だ
。
軍
事
的
紛
争

な
ど
で
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
、
シ
ー
レ
ー

ン
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
石
油
が
輸
入
で
き
な
く

な
り
、
肥
料
・
農
薬
も
供
給
で
き
ず
農
業
機

械
も
動
か
せ
ず
単
収
は
大
幅
に
低
下
し
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
で
は
減
反
政
策

に
よ
り
国
や
都
道
府
県
の
公
的
な
研
究
機
関

で
は
単
収
向
上
の
た
め
の
品
種
改
良
が
許
さ

れ
て
お
ら
ず
、
技
術
進
展
の
恩
恵
を
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
⑻
。
地
球
温
暖
化
以
上
に

深
刻
な
問
題
が
山
積
み
と
い
え
そ
う
だ
。

過
去
の
気
候
変
動
を　
　
　
　

乗
り
越
え
た
江
戸
東
京
野
菜

ゆ
っ
く
り
と
進
む
温
暖
化
に
よ
る
農
作
物

へ
の
影
響
は
、同
一
地
域
で
同
一
の
野
菜（
品

種
）
を
可
能
な
限
り
長
く
生
産
し
て
い
る
農

家
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
登
場

す
る
の
が
、
大
都
市
東
京
の
近
郊
農
業
と
し

て
江
戸
時
代
か
ら
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
「
江
戸
東
京
野
菜
」
で
あ
る
。
１
９
８

９
年
以
降
、
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
が
中
心
と
な

り
江
戸
東
京
野
菜
の
タ
ネ
の
保
存
が
進
み
、

２
０
０
６
年
に
日
本
橋
料
理
飲
食
業
組
合
の

要
請
も
受
け
て
江
戸
東
京
野
菜
と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
た
。
50
種
類
も
の
野
菜
が
復
元

さ
れ
た
背
景
に
は
、
現
代
農
家
に
よ
る
新
品

種
の
作
出
や
農
業
技
術
の
開
発
へ
の
試
行
錯

誤
が
あ
っ
た
⑼
⑽
。

そ
の
一
つ
で
あ
る
練
馬
ダ
イ
コ
ン
は
、
江

戸
時
代
か
ら
細
々
と
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い

る
東
京
都
練
馬
区
の
特
産
品
で
あ
る
。
自
家

採
種
に
よ
り
栽
培
す
る
固
定
種
で
あ
り
、
市

場
に
出
回
っ
て
い
る
青
首
ダ
イ
コ
ン
の
よ
う

な
交
配
種
（
Ｆ
１
品
種
）
よ
り
も
生
育
期
間

が
長
く
、品
質
が
不
安
定
で
あ
る
と
と
も
に
、

病
気
が
出
や
す
く
な
る
な
ど
の
特
徴
が
あ

る
。一

方
で
、
練
馬
ダ
イ
コ
ン
に
と
っ
て
関
東

ロ
ー
ム
層
（
火
山
灰
土
壌
）
は
根
を
伸
ば
す

上
で
最
適
の
環
境
で
あ
り
、
江
戸
・
東
京
と

い
う
巨
大
な
消
費
地
が
間
近
に
あ
っ
た
こ
と

も
幸
い
し
て
、
昭
和
初
期
ま
で
近
郊
農
業
の

主
要
生
産
物
と
な
っ
た
。

昭
和
期
に
お
け
る
練
馬
ダ
イ
コ
ン
の
伝
統

的
な
栽
培
工
程
は
、整
地
、播
種
（
種
ま
き
）、

間
引
き
・
土
盛
り
、
追
肥
、
中
耕
、
そ
し
て

収
穫
・
洗
い
・
乾
燥
で
あ
る
【
図
３
】。
播

種
は
８
月
中
旬
、収
穫
は
11
月
中
旬
で
あ
り
、

１
０
０
～
１
２
０
日
を
要
す
る
。
１
９
５
０

年
代
の
練
馬
は
一
面
畑
で
あ
っ
た
が
、
現
在

だ
。確
か
に
夏
季
の
高
温
下
で
は
、

コ
マ
ツ
ナ
は
軟
弱
徒
長
し
や
す
く

乾
物
重
が
減
少
し
品
質
も
下
が
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
こ

の
デ
ー
タ
に
は
品
種
・
ハ
ウ
ス
管

理
・
農
家
の
力
の
入
れ
方
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
も
影
響
し
得
る
。

原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
。こ

の
点
を
踏
ま
え
て
、
⑴
か
ら

⑸
の
時
期
に
対
し
て
コ
マ
ツ
ナ
単

収
の
増
減
率
を
計
算
す
る
と
、
⑵

の
病
虫
害
に
よ
る
被
害
は
単
収
の

減
少
率
に
し
て
43
％
に
も
な
っ
た

が
、
こ
の
問
題
は
⑶
の
技
術
革
新

に
よ
っ
て
お
お
む
ね
解
決
し
、
逆

に
単
収
が
１
１
８
％
増
と
な
っ

た
。
暑
い
時
期
の
栽
培
に
向
い
て

い
な
か
っ
た
コ
マ
ツ
ナ
の
経
済
効

果
を
高
め
る
た
め
の
周
年
栽
培
や

防
除
対
策
・
Ｆ
１
品
種
の
普
及
の

効
果
で
あ
る
。
⑷
に
は
単
収
が
37

年
間
に
４
％
減
少
し
て
い
る
が
、
収
穫
量
そ

の
も
の
は
⑸
の
市
街
化
に
よ
る
作
付
面
積
の

低
下
の
影
響
の
方
が
深
刻
で
あ
り
（
作
付
面

積
30
％
減
）、
こ
れ
に
隠
れ
て
し
ま
う
程
度
で

あ
る
。
温
暖
化
の
影
響
を
捉
え
る
こ
と
が
容

易
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

社
会
経
済
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

決
ま
る
農
作
物
の
生
産
性

技
術
進
展
や
社
会
的
要
因
の
変
化
は
、
全

て
の
農
作
物
の
収
量
に
影
響
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
は
地
理
的
要
因
（
気
候

な
ど
）
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
存

在
し
、
同
じ
タ
ネ
で
も
散
布
（
播
種
）
の
時

期
を
変
え
る
こ
と
で
幅
広
い
気
候
・
地
域
で

栽
培
で
き
る
。
そ
し
て
、
自
由
経
済
の
下
、

全
国
各
地
で
時
期
を
ず
ら
す「
リ
レ
ー
生
産
」

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
年
中
入
手
可
能
で

あ
る
。
野
菜
種
子
専
門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
株

式
会
社
日
本
農
林
社
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に

よ
る
と
「
よ
い
タ
ネ
と
い
う
の
は
適
応
力
が

強
い
も
の
で
、
栽
培
者
が
変
わ
っ
た
り
環
境

【図２】�⒜2021年の東京都の農業産出額の内訳およびコマツナの単収と年平均・６年移動平
均気温の推移

単
収
（
ｔ
／
10
ａ
）

年
平
均
気
温
（
℃
）

出所　農林水産省および堅田（2021）⑶
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い
て
、
そ
の
結
果
収
量
も
質
も
下
が
る
こ
と

は
周
知
の
事
実
だ
。
今
更
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。
確
か
に
、

大
規
模
な
実
験
や
統
計
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
複

雑
な
作
物
栽
培
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
多
い
。

問
題
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が

「
人
間
社
会
の
適
応
能
力
は
時
間
と
と
も
に

変
化
し
な
い
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
現
実
に
は
、
人
間
社
会
の
変
化
は

地
球
温
暖
化
の
進
行
よ
り
も
は
る
か
に
速
く

【
図
１
】、
こ
れ
を
無
視
す
れ
ば
将
来
の
悪
影

響
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
場
の
農
家
の
意
識
や
経
済
的
要

因
（
販
売
価
格
の
変
動
な
ど
）
な
ど
の
人
間

社
会
の
動
き
を
厳
密
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
実
験
に
反
映
さ
せ
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。

そ
の
点
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
影
響
で

３
℃
近
く
の
気
温
上
昇
を
経
験
し
て
き
た

「
江
戸
東
京
野
菜
」
や
都
市
農
業
は
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
評
価
に
は
う
っ
て
つ
け
と
言

え
る
。
都
市
を
舞
台
に
過
去
の
適
応
の
歴
史

を
学
び
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
リ
ス
ク
の
深

刻
さ
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
今

ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

【
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の
執
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、
東
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と
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戸
東
京
・
伝
統
野
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研

究
会
の
大
竹
道
茂
代
表
に
は
貴
重
な
助
言
や

聞
き
取
り
調
査
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
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で
は
農
地
の
周
囲
が
建
物
に
囲
ま
れ
て
い
る

【
図
３（
ｃ
）】。

著
者
が
東
京
・
練
馬
区
で
代
々
70
年
近
く

農
家
を
営
む
農
家
に
対
し
て
東
京
の
気
温
が

【
図
１
】
の
よ
う
に
３
℃
近
く
上
昇
し
た
こ

と
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
た

と
こ
ろ
、「
好
影
響
と
し
て
、（
戦
後
の
栽
培

技
術
の
進
展
も
あ
る
が
）
霜
が
ほ
と
ん
ど
発

生
し
な
く
な
り
ダ
イ
コ
ン
栽
培
が
楽
に
な
っ

た
。
悪
影
響
は
特
に
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
50
年
代
に
は
、
練
馬
ダ
イ
コ
ン
を
毎

年
８
月
15
日
ご
ろ
に
播
種
を
行
い
、
１
０
０

日
で
生
育
さ
せ
、
11
月
３
日
に
収
穫
し
て
日

干
し
作
業
を
開
始
し
て
い
た
と
い
う
。収
穫
・

日
干
し
の
時
期
に
霜
が
発
生
す
る
と
、
ダ
イ

コ
ン
は
霜
害
（
低
温
被
害
）
を
受
け
る
。
こ

の
被
害
を
避
け
る
た
め
に
、
霜
が
つ
か
な
い

よ
う
に
３
０
０
０
本
近
く
の
ダ
イ
コ
ン
を
毎

日
上
げ
下
ろ
し
す
る
重
労
働
を
こ
な
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
２
２
年
に
は
播
種
の

時
期
を
９
月
10
日
、
収
穫
を
11
月
20
日
ご
ろ

に
遅
ら
せ
て
い
た
。
練
馬
ダ
イ
コ
ン
の
生
育

に
要
す
る
期
間
も
１
０
０
日
か
ら
90
日
に
短

縮
し
た
と
い
う
。
実
際
に
、
東
京
の
初
霜
日

の
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、
１
９
２
３
年
に

は
11
月
14
日
で
あ
っ
た
初
霜
日
は
２
０
１
２

年
に
は
12
月
19
日
と
１
カ
月
も
遅
れ
て
い

た
。
農
家
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
霜
に
よ
る
被

害
を
避
け
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
作
期
の
移

動
と
生
育
期
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
エ
ダ
マ
メ

な
ど
の
新
た
な
作
物
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

冬
野
菜
に
と
っ
て
過
去
１
０
０
年
間
の
温

暖
化
に
よ
る
悪
影
響
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
か
、
も
し
く
は
技
術
進
展
や
農
家
の

経
験
・
知
識
の
蓄
積
に
よ
っ
て
悪
影
響
が
抑

え
ら
れ
、
好
影
響
が
上
回
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

冷
静
な
思
考
で　
　
　
　
　
　

精
密
な
実
態
調
査
を

本
項
で
述
べ
た
内
容
を
、
と
あ
る
研
究
交

流
の
場
で
話
し
た
と
こ
ろ
、「
気
温
上
昇
の

農
作
物
へ
の
悪
影
響
は
昔
か
ら
研
究
さ
れ
て

か
た
た
・
げ
ん
き

１
９
８
０
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
地
球

惑
星
科
学
専
攻
修
了
。
博
士
（
理
学
）。
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

研
究
員
、
独
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
工
科
大
学
客
員
研
究
員
、
茨
城
大
学
講

師
を
経
て
２
０
２
０
年
８
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
大
気
環
境
科
学
。
国

内
外
の
学
術
論
文
多
数
。
解
説
記
事
「
化
石
燃
料
は
陸
上
生
物
の
生
息

域
の
保
全
に
役
立
っ
て
い
る
」
ほ
か
。

【図３】⒜東京都練馬区における練馬ダイコンの収穫・⒝日干し、
ならびに⒞都市化進行後建物に囲まれた栽培風景

出所　練馬わがまち資料館ホームページ




